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提
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大
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ス
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お
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述
式
試
験
の
採
点
を
在
宅
で
行
う
こ
と
に
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す
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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
初
鹿
明
博
君
提
出
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
に
お
け
る
記
述
式
試
験
の
採
点
を
在
宅
で
行
う
こ
と
に
関
す
る

質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
在
宅
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
令
和
二
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
に
お
け
る
「
国
語
」
及
び
「
数
学
」
の
記
述
式
問
題
採
点
関
連
業
務
一
式
に
係
る
、
独
立
行
政
法
人

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。
）
と
株
式
会
社
学
力
評
価
研
究
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）

と
の
間
の
業
務
請
負
契
約
の
仕
様
書
（
以
下
「
仕
様
書
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
機
構
の
業
務
内
容
と
し
て
採
点
会
場

の
確
保
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
当
該
採
点
会
場
の
要
件
に
つ
い
て
、
「
警
備
員
の
配
置
、
二
重
扉
や
二
重
鍵
等
、
不

審
者
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
」
、
「
厳
格
な
入
退
室
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
採
点
を
行
う
部
屋
へ
の

私
物
の
持
ち
込
み
は
一
切
禁
止
す
る
こ
と
」
等
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
場
所
に
お
い
て

採
点
者
が
採
点
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
ベ
ネ
ッ
セ
グ
ル
ー
プ
の
模
擬
試
験
、
進
研
模
試
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
く
、
お



 

２ 

 

答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
仕
様
書
に
お
い
て
、
機
構
は
、
セ
ン
タ
ー
と
の
間
で
採
点
者
の
選
抜

方
法
及
び
必
要
人
数
に
つ
い
て
事
前
に
協
議
し
た
上
で
、
適
正
な
試
験
等
に
よ
っ
て
質
の
高
い
採
点
者
を
確
保
し
、
セ
ン
タ

ー
の
指
定
す
る
採
点
期
間
内
に
正
確
な
採
点
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
人
員
を
必
要
数
確
保
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
と

承
知
し
て
い
る
。 


